
［標準様式例7-2］

変 更 契 約 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 金 額 － ４,２９０,０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

令和４年１１月１８日

土木関係建設コンサルタント業務

荒川上流河川事務所管内

Ｒ４・Ｒ５荒川中流部左岸堤防詳細設計業務

令和７年３月２５日

９４,０８３,０００円（税込み）

８９,７９３,０００円（税込み）

・堤防詳細設計
　設計延長の精査及び築堤による影響検討断面数の見直しを行
い、数量に変更が生じたため減工する。
・築堤護岸詳細設計
　設計延長の精査に伴い、数量に変更が生じたため増工する。

・堤防詳細設計
・築堤護岸詳細設計

（最終）契約変更の内容

業 務 概 要

（ 変 更 し た 内 容 に
つ い て 記 述 す る ）

基礎地盤コンサルタンツ株式会社　北関東支店

令和７年２月２１日

埼玉県さいたま市北区吉野町１－３９９－２０



［標準様式例7-2］

変 更 契 約 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 金 額 － ５７２,０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

令和４年１１月１８日

土木関係建設コンサルタント業務

荒川上流河川事務所管内

Ｒ４・Ｒ５荒川中流部左岸堤防詳細設計業務

令和７年３月２５日

９４,６５５,０００円（税込み）

９４,０８３,０００円（税込み）

・工事用道路設計検討
工事用仮橋の検討を実施した結果、仮橋設置箇所数に変更
（減）が生じたため。

・関係機関協議資料作成
荒川中流部左岸における堤防の設計にあたり、橋梁管理者との
協議が必要となったため。

・情報共有システム使用料
当初特記仕様書に基づき、情報共有システム使用料を工期延長
分計上する。

・工事用道路設計検討
・関係機関協議資料作成
・情報共有システム使用料

（第５回）契約変更の内容

業 務 概 要

（ 変 更 し た 内 容 に
つ い て 記 述 す る ）

基礎地盤コンサルタンツ株式会社　北関東支店

令和６年１２月２３日

埼玉県さいたま市北区吉野町１－３９９－２０



［標準様式例7-2］

変 更 契 約 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 金 額 ＋ ９,３５０,０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

令和４年１１月１８日

土木関係建設コンサルタント業務

荒川上流河川事務所管内

Ｒ４・Ｒ５荒川中流部左岸堤防詳細設計業務（第４回変更）

令和６年１２月２３日

８５,３０５,０００円（税込み）

９４,６５５,０００円（税込み）

１．工事用道路設計検討
　高水敷掘削土砂を運搬するための工事用道路のルート案が決
まったことから、早期に工事着手し事業効果の促進を図るべ
く、最適ルート案に対する工事発注に必要な図面や数量計算等
の詳細設計を追加するものである。

２．情報共有システム使用料
　当初特記仕様書に基づき、情報共有システム使用料を工期延
長分計上する。

３．工期
　上記の変更に伴い、工期を令和６年１２月２３日まで延長す
る。
　

工事用道路設計検討　１式
情報共有システム　　１式

（第４回）契約変更の内容

業 務 概 要

（ 変 更 し た 内 容 に
つ い て 記 述 す る ）

基礎地盤コンサルタンツ株式会社　北関東支店

令和６年１０月２４日

埼玉県さいたま市北区吉野町１丁目３９９番２０号



［標準様式例7-2］

変 更 契 約 年 月 日

契 約 業 者 名

契 約 業 者 の 住 所

業 務 の 名 称

業 務 場 所

業 種 区 分

履 行 期 間 （ 自 ）

履 行 期 間 （ 至 ）

変 更 前 の 契 約 金 額

変 更 金 額 ＋ １,２６５,０００円（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額

変 更 理 由

埼玉県さいたま市北区吉野町１丁目３９９番２０号

令和６年１０月３１日

８４,０４０,０００円（税込み）

８５,３０５,０００円（税込み）

１．工事用道路設計検討
別事業で計画している高台避難場所の整備箇所へ、高水敷掘削土砂を
搬入するための調整が整ったことから、工事用道路ルートを追加して
検討する必要が生じた。
２．情報共有システム使用料
情報共有システム使用料を工期延長分計上する。
３．工期
上記の変更に伴い、工期を令和６年１０月３１日まで延長する。

工事用道路設計検討　１式
情報共有システム　１式

（第３回）契約変更の内容

業 務 概 要

（ 変 更 し た 内 容 に
つ い て 記 述 す る ）

基礎地盤コンサルタンツ株式会社　北関東支店

令和６年６月１９日

※（第○回、最終）は、途中変更契約の場合には、「第○回」に○印をつけ変更の回数を記入する。最終変更の
　場合は「最終」に○印をつける。

令和４年１１月１８日

土木関係建設コンサルタント業務

荒川上流河川事務所管内

Ｒ４・Ｒ５荒川中流部左岸堤防詳細設計業務（第３回変更）


